
日時 

場所 国土交通省関東地方整備局
 霞ヶ浦河川事務所波崎出張所
 常陸川水門操作棟 ２階会議室

  ３ 議長の選出

（５）その他

（１）茨城県霞ケ浦北浦海区漁業調整規則の一部改正について【諮問】

（３）資源利用協議会の開催結果について【報告】
（２）漁業権に係る資源管理状況等の報告について【報告】

  ６ 議 題 等 

（４）全漁調連東日本ブロック会議の開催結果について【報告】

  ５ 議事録署名人の選出

  ４ 出席委員数の報告

  ７ 閉  会

第565回 霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会

茨城県神栖市太田３１０９

次  第

  １ 開  会

  ２ 挨  拶

令和６年１２月６日（金）
午前１０時３０分
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茨城県規則第 号 

茨城県霞ケ浦北浦海区漁業調整規則の一部を改正する規則を次のように定める。 

令和６年 月  日 

茨城県知事  大井川 和彦   

茨城県霞ケ浦北浦海区漁業調整規則の一部を改正する規則 

 茨城県霞ケ浦北浦海区漁業調整規則（令和２年茨城県規則第75号）の一部を次のように改

正する。 

第32条第１号ア中「911番地の２」を削り、「標柱」の次に「（北緯36度4.298分東経140度

22.524分の点）」を加え、同号イ中「点」の次に「（北緯36度3.991分東経140度22.796分の点）」

を加え、同号ウ中「点」の次に「（北緯36度4.636分東経140度23.392分の点）」を加え、同号

エ中「字反町229番地」を削り、「標柱」の次に「（北緯36度4.811分東経140度23.237分の点）」

を加え、同条第２号ア中「字寺下55番２の地先」を削り、「標柱」の次に「（北緯36度3.041

分東経140度32.947分の点）」を加え、同号イ中「字須甫居1211番２の地先」を削り、「標柱」

の次に「（北緯36度3.411分東経140度32.812分の点）」を加え、同条第３号ア中「一斗内163

番地」を削り、「標識」の次に「（北緯36度1.138分東経140度21.507分の点）」を加え、同号

イ中「点」の次に「（北緯36度1.518分東経140度21.980分の点）」を加え、同号ウ中「点」の

次に「（北緯36度1.665分東経140度21.806分の点）」を加え、同号エ中「字内出486番地の３」

を削り、「標柱」の次に「（北緯36度1.289分東経140度21.338分の点）」を加え、同条第４号

ア中「字掛崎2200番地に設置した標柱」を「に設置した標識（北緯36度1.628分東経140度

34.582分の点）」に改め、同号イ中「字中町3056番の２地先」を削り、「標柱」の次に「（北

緯36度1.056分東経140度34.788分の点）」を加える。 

第37条第１号ア中「川尻川川口左岸に設置した標柱」を「に設置した標識（北緯36度4.030

分東経140度16.564分の点）」に改め、同号イ中「点」の次に「（北緯36度3.621分東経140度

16.337分の点）」を加え、同号ウ中「点」の次に「（北緯36度3.507分東経140度16.771分の点）」

を加え、同号エを次のように改める。 

エ かすみがうら市加茂に設置した標柱（北緯36度3.906分東経140度16.993分の点） 

第37条第２号ア中「，同市柏崎境界線北東隅」を「に設置した標識（北緯36度6.705分東

経140度22.088分の点）」に改め、同号イ中「点」の次に「（北緯36度6.980分東経140度22.408

分の点）」を加え、同号ウ中「点」の次に「（北緯36度7.148分東経140度22.055分の点）」を

加え、同号エ中「字小津4057番地１住宅西隅から317度30分100メートルの点」を「に設置し

た標柱（北緯36度6.912分東経140度21.781分の点）」に改め、同条第３号ア中「男池川橋梁

西端から280度170メートルの点」を「に設置した標柱（北緯36度8.204分東経140度22.991分

の点）」に改め、同号イ中「点」の次に「（北緯36度7.977分東経140度22.594分の点）」を加

え、同号ウ中「点」の次に「（北緯36度7.778分東経140度22.804分の点）」を加え、同号エ中

「字広町８番田の北隅」を「に設置した標柱（北緯36度7.943分東経140度23.093分の点）」

に改め、同条第４号ア中「字新田551番地住宅北隅から330度６メートルの点」を「に設置し

た標柱（北緯35度59.568分東経140度28.378分の点）」に改め、同号イ中「点」の次に「（北

緯35度59.405分東経140度27.814分の点）」を加え、同号ウ中「点」の次に「（北緯35度59.227

テキストボックス
　 別紙１ 
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分東経140度28.062分の点）」を加え、同号エ中「八坂神社北隅から297度30分22メートルの

点」を「に設置した標柱（北緯35度59.245分東経140度28.481分の点）」に改め、同条第５号

ア中「字下り松1820番地宅地護岸壁北東隅から295度290メートルの点」を「に設置した標柱

（北緯35度58.976分東経140度25.627分の点）」に改め、同号イ中「点」の次に「（北緯35度

59.418分東経140度25.829分の点）」を加え、同号ウ中「点」の次に「（北緯35度59.551分東

経140度25.364分の点）」を加え、同号エ中「字西の洲，同才勝境界線の道路北東隅」を「に

設置した標識（北緯35度59.110分東経140度25.162分の点）」に改め、同条第６号ア中「字塚

下乙1413番地住宅東隅」を「に設置した標識（北緯36度1.817分東経140度19.013分の点）」

に改め、同号イ中「点」の次に「（北緯36度2.073分東経140度19.198分の点）」を加え、同号

ウ中「点」の次に「（北緯36度2.247分東経140度19.004分の点）」を加え、同号エ中「字小作

1448番地家屋東端」を「に設置した標識（北緯36度1.822分東経140度18.613分の点）」に改

め、同条第７号ア中「水神祠鳥居左脚から324度370メートルの点」を「に設置した標識（北

緯36度0.153分東経140度33.500分の点）」に改め、同号イ中「点」の次に「（北緯36度0.255

分東経140度33.628分の点）」を加え、同号ウ中「字堂崎93番地に設置した標柱」を「に設置

した標識（北緯36度0.709分東経140度32.615分の点）」に改め、同号エ中「点」の次に「（北

緯36度0.546分東経140度32.472分の点）」を加え、同条第８号ア中「2403―２番地西隅(爪木

の鼻へ290度森稲荷神社鳥居左脚へ13度30分の点)」を「に設置した標柱（北緯35度57.936分

東経140度36.553分の点）」に改め、同号イ中「の鼻」を「に設置した標識（北緯35度58.161

分東経140度35.748分の点）」に改め、同条第９号中「，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線

と」を「及びイを通る直線，イ及びウの２点を結んだ線，ウ及びエを通る直線並びに」に改

め、同号ア中「字尾島妙岐の鼻」を「に設置した標柱（北緯35度57.590分東経140度28.081

分の点）」に改め、同号イ中「点」の次に「（北緯35度57.832分東経140度28.293分の点）」を

加え、同号ウ中「点」の次に「（北緯35度57.990分東経140度28.069分の点）」を加え、同号

エを次のように改める。 

エ 稲敷市浮島に設置した標柱（北緯35度57.748分東経140度27.857分の点） 

第44条に次の１項を加える。 

２ 前項の規定による命令を受けた者は，通信の妨害その他の当該命令に係る電子機器の

機能を損なう行為をしてはならない。 

第51条第１項中「該当する」の次に「場合には，当該違反行為をした」を加え、「懲役」

を「拘禁刑」に改め、同項各号中「者」を「とき。」に改める。 

第52条中「違反した」の次に「ときは，当該違反行為をした」を加える。 

付 則 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。ただし、第51条第１項の改正規定（「懲役」を「拘

禁刑」に改める部分に限る。）及び次項の規定は、令和７年６月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 前項ただし書に規定する改正規定の施行前にした行為に対する罰則の適用については、

なお従前の例による。 
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茨城県霞ケ浦北浦海区漁業調整規則（令和２年規則第75号）新旧対照表 

改正案 現行 

○茨城県霞ケ浦北浦海区漁業調整規則 ○茨城県霞ケ浦北浦海区漁業調整規則 

令和２年11月12日 令和２年11月12日 

茨城県規則第75号 茨城県規則第75号 

第１条～第31条 （略） 第１条～第31条 （略） 

  

 （保護水面における採捕の禁止）  （保護水面における採捕の禁止） 

第32条 何人も，次に掲げる保護水面（水産資源保護法第18条第１項の

規定により指定されたものをいう。）の区域においては，水産動植物

を採捕してはならない。 

第32条 何人も，次に掲げる保護水面（水産資源保護法第18条第１項の

規定により指定されたものをいう。）の区域においては，水産動植物

を採捕してはならない。 

(1) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線とかすみがうら市湖

岸とによって囲まれた水面 

(1) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線とかすみがうら市湖

岸とによって囲まれた水面 

ア かすみがうら市坂      に設置した標柱（北緯36度4.298 

分東経140度22.524分の点） 

ア かすみがうら市坂911番地の２に設置した標柱         

              

イ アから144度（真方位による。以下この規則中に示す方位につい

て同様とする。）700メートルの点（北緯36度3.991分東経140度22.

796分の点） 

イ アから144度（真方位による。以下この規則中に示す方位につい

て同様とする。）700メートルの点               

       

ウ エから144度400メートルの点（北緯36度4.636分東経140度23.39

2分の点） 

ウ エから144度400メートルの点                

      

エ かすみがうら市田伏             に設置した標柱（北緯36度4. エ かすみがうら市田伏字反町229番地に設置した標柱      

テキストボックス
　 別紙２ 
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811分東経140度23.237分の点）                 

(2) 次のア及びイの２点を結んだ線と行方市湖岸とによって囲まれ

た水面 

(2) 次のア及びイの２点を結んだ線と行方市湖岸とによって囲まれ

た水面 

ア 行方市天掛         に設置した標柱（北緯36度3.041

分東経140度32.947分の点） 

ア 行方市天掛字寺下55番２の地先に設置した標柱        

              

イ 行方市吉川           に設置した標柱（北緯36度

3.411分東経140度32.812分の点） 

イ 行方市吉川字須甫居1211番２の地先に設置した標柱      

                

(3) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と稲敷郡美浦村湖岸

とによって囲まれた水面 

(3) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と稲敷郡美浦村湖岸

とによって囲まれた水面 

ア 稲敷郡美浦村馬掛       に設置した標識（北緯36度1.13

8分東経140度21.507分の点） 

ア 稲敷郡美浦村馬掛一斗内163番地に設置した標識        

               

イ アから45度1,000メートルの点（北緯36度1.518分東経140度21.9

80分の点） 

イ アから45度1,000メートルの点                

        

ウ エから45度988メートルの点（北緯36度1.665分東経140度21.806

分の点） 

ウ エから45度988メートルの点                 

        

エ 稲敷郡美浦村馬掛                 に設置した標柱（北緯36度

1.289分東経140度21.338分の点） 

エ 稲敷郡美浦村馬掛字内出486番地の３に設置した標柱      

                 

(4) 次のア及びイの２点を結んだ線と鹿嶋市湖岸とによって囲まれ

た水面 

(4) 次のア及びイの２点を結んだ線と鹿嶋市湖岸とによって囲まれ

た水面 

ア 鹿嶋市大字津賀              に設置した標識（北緯36度1.628

分東経140度34.582分の点） 

ア 鹿嶋市大字津賀字掛崎2200番地に設置した標柱        
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イ 鹿嶋市大字中          に設置した標柱（北緯36度

1.056分東経140度34.788分の点） 

イ 鹿嶋市大字中字中町3056番の２地先に設置した標柱      

                 

  

第33条～第36条 （略） 第33条～第36条 （略） 

  
（禁止区域等） （禁止区域等） 

第37条 何人も，次に掲げる区域内においては，水産動植物を採捕して

はならない。 

第37条 何人も，次に掲げる区域内においては，水産動植物を採捕して

はならない。 

(1) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線とかすみがうら市湖

岸とによって囲まれた水面 

(1) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線とかすみがうら市湖

岸とによって囲まれた水面 

ア かすみがうら市戸崎       に設置した標識（北緯36度

4.030分東経140度16.564分の点） 

ア かすみがうら市戸崎川尻川川口左岸に設置した標柱      

                

イ アから204度830メートルの点（北緯36度3.621分東経140度16.33

7分の点） 

イ アから204度830メートルの点                

      

ウ エから204度810メートルの点（北緯36度3.507分東経140度16.77

1分の点） 

ウ エから204度810メートルの点                

      

エ かすみがうら市加茂に設置した標柱（北緯36度3.906分東経140

度16.993分の点） 

エ アから105度730メートルの点                

          

(2) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線とかすみがうら市湖

岸とによって囲まれた水面 

(2) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線とかすみがうら市湖

岸とによって囲まれた水面 

ア かすみがうら市安食に設置した標識（北緯36度6.705分東経140

度22.088分の点） 

ア かすみがうら市安食，同市柏崎境界線北東隅         
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イ アから43度700メートルの点（北緯36度6.980分東経140度22.408

分の点） 

イ アから43度700メートルの点                 

      

ウ エから43度600メートルの点（北緯36度7.148分東経140度22.055

分の点） 

ウ エから43度600メートルの点                 

      

エ かすみがうら市安食に設置した標柱（北緯36度6.912分東経140

度21.781分の点）  

エ かすみがうら市安食字小津4057番地１住宅西隅から317度30分1

00メートルの点   

(3) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と行方市湖岸とによ

って囲まれた水面 

(3) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と行方市湖岸とによ

って囲まれた水面 

ア 行方市羽生に設置した標柱（北緯36度8.204分東経140度22.991

分の点） 

ア 行方市羽生男池川橋梁西端から280度170メートルの点     

      

イ アから234度30分730メートルの点（北緯36度7.977分東経140度2

2.594分の点） 

イ アから234度30分730メートルの点              

        

ウ エから234度30分530メートルの点（北緯36度7.778分東経140度2

2.804分の点） 

ウ エから234度30分530メートルの点              

        

エ 行方市八木蒔に設置した標柱（北緯36度7.943分東経140度23.09

3分の点） 

エ 行方市八木蒔字広町８番田の北隅              

      

(4) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と行方市湖岸とによ

って囲まれた水面 

(4) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と行方市湖岸とによ

って囲まれた水面 

ア 行方市麻生に設置した標柱（北緯35度59.568分東経140度28.378

分の点） 

ア 行方市麻生字新田551番地住宅北隅から330度６メートルの点 

     

イ アから250度900メートルの点（北緯35度59.405分東経140度27.8

14分の点） 

イ アから250度900メートルの点                
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ウ エから266度30分630メートルの点（北緯35度59.227分東経140度

28.062分の点） 

ウ エから266度30分630メートルの点              

         

エ 行方市麻生に設置した標柱（北緯35度59.245分東経140度28.481

分の点） 

エ 行方市麻生八坂神社北隅から297度30分22メートルの点       

       

(5) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と稲敷市湖岸とによ

って囲まれた水面 

(5) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と稲敷市湖岸とによ

って囲まれた水面 

ア 稲敷市浮島に設置した標柱（北緯35度58.976分東経140度25.627

分の点）  

ア 稲敷市浮島字下り松1820番地宅地護岸壁北東隅から295度290メ

ートルの点 

イ アから20度870メートルの点（北緯35度59.418分東経140度25.82

9分の点） 

イ アから20度870メートルの点                 

      

ウ エから20度870メートルの点（北緯35度59.551分東経140度25.36

4分の点） 

ウ エから20度870メートルの点                 

      

エ 稲敷市浮島に設置した標識（北緯35度59.110分東経140度25.162

分の点） 

エ 稲敷市浮島字西の洲，同才勝境界線の道路北東隅             

      

(6) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と稲敷郡美浦村湖岸

とによって囲まれた水面 

(6) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と稲敷郡美浦村湖岸

とによって囲まれた水面 

ア 稲敷郡美浦村大字大須賀津に設置した標識（北緯36度1.817分東

経140度19.013分の点） 

ア 稲敷郡美浦村大字大須賀津字塚下乙1413番地住宅東隅     

             

イ アから30度550メートルの点（北緯36度2.073分東経140度19.198

分の点） 

イ アから30度550メートルの点                  

      

ウ エから36度30分980メートルの点（北緯36度2.247分東経140度1

9.004分の点） 

ウ エから36度30分980メートルの点               
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エ 稲敷郡美浦村大字大須賀津に設置した標識（北緯36度1.822分東

経140度18.613分の点） 

エ 稲敷郡美浦村大字大須賀津字小作1448番地家屋東端      

            

(7) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と潮来市湖岸とによ

って囲まれた水面 

(7) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と潮来市湖岸とによ

って囲まれた水面 

ア 潮来市大生に設置した標識（北緯36度0.153分東経140度33.500

分の点） 

ア 潮来市大生水神祠鳥居左脚から324度370メートルの点     

      

イ アから45度270メートルの点（北緯36度0.255分東経140度33.628

分の点） 

イ アから45度270メートルの点                 

      

ウ 行方市宇崎に設置した標識（北緯36度0.709分東経140度32.615

分の点） 

ウ 行方市宇崎字堂崎93番地に設置した標柱           

      

エ ウから215度370メートルの点（北緯36度0.546分東経140度32.47

2分の点） 

エ ウから215度370メートルの点                

      

(8) 次のア及びイの２点を結んだ線と鹿嶋市湖岸とによって囲まれ

た水面 

(8) 次のア及びイの２点を結んだ線と鹿嶋市湖岸とによって囲まれ

た水面 

ア 鹿嶋市大字大船津に設置した標柱（北緯35度57.936分東経140度

36.553分の点）        

ア 鹿嶋市大字大船津2403―２番地西隅（爪木の鼻へ290度森稲荷神

社鳥居左脚へ13度30分の点） 

イ 鹿嶋市爪木に設置した標識（北緯35度58.161分東経140度35.748

分の点） 

イ 鹿嶋市爪木の鼻                     

     

(9) 次のア及びイを通る直線，イ及びウの２点を結んだ線，ウ及びエ

を通る直線並びに稲敷市湖岸とによって囲まれた水面 

(9) 次のア，イ，ウ及びエの各点を順次結んだ線と         

       稲敷市湖岸とによって囲まれた水面 

ア 稲敷市浮島に設置した標柱（北緯35度57.590分東経140度28.081

分の点） 

ア 稲敷市浮島字尾島妙岐の鼻                
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イ アから35度550メートルの点（北緯35度57.832分東経140度28.29

3分の点） 

イ アから35度550メートルの点               

     

ウ エから35度550メートルの点（北緯35度57.990分東経140度28.06

9分の点） 

ウ エから35度550メートルの点               

     

エ 稲敷市浮島に設置した標柱（北緯35度57.748分東経140度27.857

分の点） 

エ アから310度550メートルの点               

    

  

第38条～第43条 （略） 第38条～第43条 （略） 

  

（衛星船位測定送信機の備付け命令） （衛星船位測定送信機の備付け命令） 

第44条 知事は，国際的な枠組みにおいて決定された措置の履行その他

漁業調整のため特に必要があると認めるときは，第４条第１項の許可

を受けた者に対し，衛星船位測定送信機（人工衛星を利用して船舶の

位置の測定及び送信を行う機器であって，次の各号に掲げる基準に適

合するものをいう。）を当該許可を受けた船舶に備え付け，かつ，操

業し，又は航行する期間中は当該電子機器を常時作動させることを命

ずることができる。 

第44条 知事は，国際的な枠組みにおいて決定された措置の履行その他

漁業調整のため特に必要があると認めるときは，第４条第１項の許可

を受けた者に対し，衛星船位測定送信機（人工衛星を利用して船舶の

位置の測定及び送信を行う機器であって，次の各号に掲げる基準に適

合するものをいう。）を当該許可を受けた船舶に備え付け，かつ，操

業し，又は航行する期間中は当該電子機器を常時作動させることを命

ずることができる。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

２ 前項の規定による命令を受けた者は，通信の妨害その他の当該命令に

係る電子機器の機能を損なう行為をしてはならない。 

（新設） 
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第45条～第50条 （略） 第45条～第50条 （略） 

  

第51条 次の各号のいずれかに該当する場合には，当該違反行為をした

者は，６月以下の拘禁刑若しくは10万円以下の罰金に処し，又はこれ

を併科する。 

第51条 次の各号のいずれかに該当する              

者は，６月以下の懲役 若しくは10万円以下の罰金に処し，又はこれ

を併科する。 

(1) 第32条から第37条まで，第39条第１項又は第40条第１項の規定に

違反したとき。 

(1) 第32条から第37条まで，第39条第１項又は第40条第１項の規定に

違反した者 

(2) 第40条第３項の規定により付けた条件に違反したとき。 (2) 第40条第３項の規定により付けた条件に違反した者 

(3) 第23条第１項，第39条第２項又は第43条第１項の規定に基づく命

令に違反したとき。 

(3) 第23条第１項，第39条第２項又は第43条第１項の規定に基づく命

令に違反した者 

２ （略） ２ （略） 

  

第52条 第25条第１項（第41条第８項において準用する場合を含む。），

第31条又は第38条第１項の規定に違反したときは，当該違反行為をし

た者は，科料に処する。 

第52条 第25条第１項（第41条第８項において準用する場合を含む。），

第31条又は第38条第１項の規定に違反した            

 者は，科料に処する。 

  

第53条・第54条 （略） 第53条・第54条 （略） 

様式第１号～様式第４号 （略） 様式第１号～様式第４号 （略） 
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茨城県霞ケ浦北浦海区漁業調整規則の一部改正の概要 

 

１ 規則の趣旨 

  漁業法（昭和24年法律第267号）、水産資源保護法（昭和26年法律第313号）その他漁業

に関する法令と相まって、本県における水産資源の保護培養及び漁業調整を図り、もって

漁業生産力を発展させることを目的とするもの 

 

２ 改正の内容及び理由 

(1) 保護水面等の区域表記の改正（緯度経度表記の追加等）（第32条及び第37条の改正） 

衛星測位及び地理情報システムの技術の発達により、緯度経度の情報を容易に得られ

るようになったことを踏まえ、第32条に定める保護水面の区域及び第37条に定める禁止

区域等の位置を明確にし、より適切な取締を行うことができるようにするため、基点の

緯度経度を測量又は計算によって明らかにするとともに、基点を示す地番や現地構造物

の表記について、実際の状況との乖離の解消を図るため、表記について必要な改正を行

う。 

 

(2) 漁業法及び特定水産動植物等の国内流通の適正化等に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴う所要の改正（第44条第２項の追加） 

令和６年６月 26 日に公布された漁業法及び特定水産動植物等の国内流通の適正化等

に関する法律の一部を改正する法律（令和６年法律第 66 号）のうち、漁業法第 52 条に

第１項を加える改正規定は、令和６年７月 16 日に施行された。 

当該改正規定の内容は、水産資源の持続的な利用を確保するため、衛星船位測定送信

機等の備付け及び操業期間中等の当該電子機器等の常時作動を命じられた者は、通信の

妨害その他当該命令に係る電子機器の機能を損なう行為をしてはならないことを新たに

規定するものであるが、当該規定について、漁業者等が適切に理解できるよう、規則に

も確認的に記載する。 

 

(3) 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う所要の改正（第 51 条第１項の改正） 

刑法等の一部を改正する法律（令和４年法律第 67 号）が令和４年６月 17 日に公布さ

れ、令和７年６月１日から施行される。 

改正の内容は、刑事施設における受刑者の処遇及び執行猶予制度等のより一層の充実

を図るため、懲役及び禁錮を廃止して、拘禁刑を創設等するものであるため、当該改正

に伴い、関係条文を改正する。 

 

(4) 文言の適正化（第 51条及び第 52 条の改正） 

両罰規定の対象となる規定について、自然人を対象とすることを明確化する。 

 

３ 施行日 

公布の日から施行する。ただし、第51条第１項の改正規定（「懲役」を「拘禁刑」に改

める部分に限る。）は、令和７年６月１日から施行する。 

 

 

 

テキストボックス
　 資料１-２ 




2 
 

【規則一部改正の主なスケジュール】 

 

年度 月 事 項 内   容 

R6 

７月 改正概要説明 ・漁業調整委員会へ規則改正概要の説明 

10 月 改正案説明 ・漁業調整委員会へ規則改正（案）事前説明 

12 月 

諮問・答申 
・知事から漁業調整委員会あての諮問・答申 

（漁業法第119条第８項、水産資源保護法第４条第７項）

認可申請 
・知事から農林水産大臣あての認可申請 

（漁業法第 119 条第７項、水産資源保護法第４条第６項）

１月 認  可 ・農林水産大臣からの認可 

３月 公  示 ・県報登載 

R7 ～６月 

施  行 ・公布の日から施行 

ただし、第 51 条第１項の改正規定（「懲役」を

「拘禁刑」に改める部分に限る。）は、令和７年

６月１日から施行 
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法令抜粋 

 

漁業法（昭和 24 年法律第 267 号） 

（漁業調整に関する命令） 

第百十九条 農林水産大臣又は都道府県知事は、漁業調整のため、特定の種類の水産動植物

であつて農林水産省令若しくは規則で定めるものの採捕を目的として営む漁業若しくは

特定の漁業の方法であつて農林水産省令若しくは規則で定めるものにより営む漁業（水

産動植物の採捕に係るものに限る。）を禁止し、又はこれらの漁業について、農林水産省

令若しくは規則で定めるところにより、農林水産大臣若しくは都道府県知事の許可を受

けなければならないこととすることができる。 

２ 農林水産大臣又は都道府県知事は、漁業調整のため、次に掲げる事項に関して必要な農

林水産省令又は規則を定めることができる。 

一 水産動植物の採捕又は処理に関する制限又は禁止（前項の規定により漁業を営むこ

とを禁止すること及び農林水産大臣又は都道府県知事の許可を受けなければならない

こととすることを除く。） 

二 水産動植物若しくはその製品の販売又は所持に関する制限又は禁止 

三 漁具又は漁船に関する制限又は禁止 

四 漁業者の数又は資格に関する制限 

３～６（略） 

７ 都道府県知事は、第一項及び第二項の規則を制定し、又は改廃しようとするときは、農

林水産大臣の認可を受けなければならない。 

８ 都道府県知事は、第一項及び第二項の規則を制定し、又は改廃しようとするときは、関

係海区漁業調整委員会の意見を聴かなければならない。 

 

水産資源保護法（昭和 26 年法律第 313 号） 

 

第四条 農林水産大臣又は都道府県知事は、水産資源の保護培養のために必要があると認

めるときは、次に掲げる事項に関して、農林水産省令又は規則を定めることができる。 

一水産動植物に有害な物の遺棄又は漏せつその他水産動植物に有害な水質の汚濁に関

する制限又は禁止 

二水産動植物の保護培養に必要な物の採取又は除去に関する制限又は禁止 

三水産動植物の移植に関する制限又は禁止 

２ 前項の規定による農林水産省令又は規則には、必要な罰則を設けることができる。 

３ 前項の罰則に規定することができる罰は、農林水産省令にあつては二年以下の懲役、五

十万円以下の罰金、拘留若しくは科料又はこれらの併科、規則にあつては六月以下の懲役、

十万円以下の罰金、拘留若しくは科料又はこれらの併科とする。 

テキストボックス
　参考資料１
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４ 第一項の規定による農林水産省令又は規則には、犯人が所有し、又は所持する漁獲物、

漁船、漁具その他水産動植物の採捕の用に供される物及び同項第三号の水産動植物の没

収並びに犯人が所有していたこれらの物件の全部又は一部を没収することができない場

合におけるその価額の追徴に関する規定を設けることができる。 

５ 農林水産大臣は、第一項の農林水産省令を制定し、又は改廃しようとするときは、水産

政策審議会の意見を聴かなければならない。 

６ 都道府県知事は、第一項の規則を制定し、又は改廃しようとするときは、農林水産大臣

の認可を受けなければならない。 

７ 都道府県知事は、第一項の規則を制定し、又は改廃しようとするときは、関係海区漁業

調整委員会（内水面漁場管理委員会を置く都道府県の管轄に属する内水面（漁業法（昭和

二十四年法律第二百六十七号）第六十条第五項第五号に規定する内水面をいう。以下同

じ。）に係るものにあつては、内水面漁場管理委員会）の意見を聴かなければならない。 



テキストボックス
　 資料２-１ 




対象期間:令和５年１月１日～令和５年12月31日

霞北区
第11号

霞北区
第12号

霞北区
第13号

霞北区
第15号

霞北区
第16号

霞北区
第17号

霞北区
第22号

霞北区
第25号

霞北区
第26号

霞北区
第30号

霞北区
第41号

霞北区
第43号

霞北区
第52号

霞北区
第63号

霞北区
第111号

霞北区
第112号

霞北区
第121号

霞北区
第122号

１　資源管理の状況等の報告

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 令和５年度資源管理の状況等
の報告

２　適切の判断基準

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３　有効の判断基準

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇

４　評価 問題なし 問題あり 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題あり 問題あり 問題なし 問題なし 問題なし 問題あり 問題なし 問題なし

　霞北区第112号漁場については、漁場の利用実態
及び活用見込がなかったことから、R5.9.1以降は
漁業権を設定していない。

チェック項目

第１種区画漁業（小割式養殖業） 第１種区画漁業（真珠養殖業）

判断の根拠

（１）操業や養殖が可能な期間を相当程度利用している

（２）法第72条に規定する「免許についての適格性」を有し
ている

（３）漁具の使用・設置状況や薬品の使用状況が適切である

（４）漁場紛争が起きていない又は漁場紛争の解決に向けて
誠実に取り組んでいる

（５）資源管理を適切に実施している

（６）漁場改善計画に基づく取組が行われている
　　（区画漁業権の場合）

（７）漁具や養殖施設を放置するなどして他者の漁業生産活
動を妨げていない

（８）通常の漁業活動では想定されない爆発物その他危険を
及ぼすと認められるものを使用していない

（９）過密養殖や過剰給餌により漁場環境を悪化させる状況
を過度に発生させていない

（10）漁場環境に影響を与えるような有害物質を流出させて
いない

令和５年度資源管理の状況等の報告に対する県の確認結果（第１種区画漁業（小割式養殖業・真珠養殖業））

令和５年度資源管理の
状況等の報告、行使者
ヒアリング

令和５年度資源管理の
状況等の報告、行使者
ヒアリング

令和2年6月30日付け2水管第499号水産庁通知「改正漁業法に基づく海面利用制度等の運用について」より

（11）甚大な被害が想定される場合には、魚類防疫の観点か
ら適切な対応がなされている

（12）その他

備考 　霞北区第12号、第41号、第43号漁場については、漁場の利用実態及び活用見込がなかったことから、R6.9.1以降は漁業権を設定していない。

（２）養殖密度が周囲の漁場と同程度である、あるいは飼育
状態を合理的に説明できる（区画漁業権の場合）

（３）漁場の全てを利用している

（４）漁場を持続的に利用できるよう、生産量等の項目を含
む事業計画書等に基づき自らの事業を評価し、計画的に漁業
の生産活動を行っている

（５）その他

問題なし／問題あり

（１）漁業関係法令を遵守している

法第90条の第１項に基づく資源管理の状況等の報告を行って
いる
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対象期間:令和５年１月１日～令和５年12月31日

霞北共
第１号

霞北共
第２号

霞北共
第３号

霞北共
第４号

霞北共
第５号

霞北共
第６号

霞北共
第７号

霞北共
第８号

霞北共
第９号

霞北共
第10号

霞北共
第11号

霞北共
第12号

霞北共
第13号

霞北共
第14号

霞北共
第15号

霞北共
第16号

霞北共
第17号

霞北共
第18号

１　資源管理の状況等の報告

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 令和５年度資源管理の状況等
の報告

２　適切の判断基準

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３　有効の判断基準

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

４　評価 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし 問題なし

第２種共同漁業（張網漁業）

チェック項目 判断の根拠

令和５年度資源管理の状況等の報告に対する県の確認結果（第２種共同漁業（張網漁業））

令和2年6月30日付け2水管第499号水産庁通知「改正漁業法に基づく海面利用制度等の運用について」より

令和５年度資源管理の
状況等の報告、行使者
ヒアリング

令和５年度資源管理の
状況等の報告、行使者
ヒアリング

法第90条の第１項に基づく資源管理の状況等の報告を行ってい
る

（１）漁業関係法令を遵守している

（７）漁具や養殖施設を放置するなどして他者の漁業生産活動
を妨げていない

（４）漁場紛争が起きていない又は漁場紛争の解決に向けて誠
実に取り組んでいる

（５）資源管理を適切に実施している

（２）法第72条に規定する「免許についての適格性」を有して
いる

（３）漁具の使用・設置状況や薬品の使用状況が適切である

（３）漁場の全てを利用している

（４）漁場を持続的に利用できるよう、生産量等の項目を含む
事業計画書等に基づき自らの事業を評価し、計画的に漁業の生
産活動を行っている

（８）通常の漁業活動では想定されない爆発物その他危険を及
ぼすと認められるものを使用していない

（９）過密養殖や過剰給餌により漁場環境を悪化させる状況を
過度に発生させていない

（６）漁場改善計画に基づく取組が行われている
　　（区画漁業権の場合）

（12）その他

（10）漁場環境に影響を与えるような有害物質を流出させてい
ない

（11）甚大な被害が想定される場合には、魚類防疫の観点から
適切な対応がなされている

備考

問題なし／問題あり

（５）その他

（１）操業や養殖が可能な期間を相当程度利用している

（２）養殖密度が周囲の漁場と同程度である、あるいは飼育状
態を合理的に説明できる（区画漁業権の場合）
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保護水面

禁止区域

共同漁業権漁場(第２種)

区画漁業権漁場(第１種)

小割式養殖業 

区画漁業権漁場(第１種)

真珠養殖業 

 

霞ケ浦北浦海区の漁業権概要（R5.1.1～R5.12.31）

第２種共同漁業権第１種区画漁業権

真珠養殖業 張網漁業

第１種区画漁業権

小割式養殖業

免許番号 漁業種類 漁業権者

霞北区第11号

第１種区画
(小割式養殖業)

霞ヶ浦漁協

※霞北区第12号

霞北区第13号

霞北区第15号

霞北区第16号

霞北区第17号

霞北区第22号

霞北区第25号

霞北区第26号

霞北区第30号 麻生漁協

※霞北区第41号
霞ヶ浦漁協

※霞北区第43号

霞北区第52号
きたうら広域漁協

霞北区第63号

霞北区第111号

第１種区画
(真珠養殖業）

戸田真珠㈲、清和真珠㈱、
大湖真珠㈱

※霞北区第112号 大湖真珠㈱

霞北区第121号 柳瀬パール㈲

霞北区第122号 渡辺 章

霞北共第１号

第２種共同
（張網漁業）

霞ヶ浦漁協

霞北共第２号

霞北共第３号

霞北共第４号

霞北共第５号

霞北共第６号

霞北共第７号 霞ヶ浦漁協、麻生漁協

霞北共第８号

霞ヶ浦漁協
霞北共第９号

霞北共第10号

霞北共第11号

霞北共第12号 潮来漁協

霞北共第13号

きたうら広域漁協

霞北共第14号

霞北共第15号

霞北共第16号

霞北共第17号

霞北共第18号 潮来漁協、常陸川漁協

※令和６年12月現在、当該漁場には漁業権の設定なし。
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関係法令等 
 
漁業法 
（資源管理の状況等の報告） 
第 90 条 漁業権者は、農林水産省令で定めるところにより、その有する漁業権の内容たる漁業における

資源管理の状況、漁場の活用の状況その他の農林水産省令で定める事項を都道府県知事に報告しなけ
ればならない。ただし、第 26 条第１項又は第 30 条第１項の規定により都道府県知事に報告した事項
については、この限りではない。 

２ 都道府県知事は、農林水産省令で定めるところにより、海区漁業調整委員会に対し、前項の規定に
より報告を受けた事項について必要な報告をするものとする。 

 
漁業法施行規則 
（資源管理の状況等の報告） 
第 28 条 法第 90 条第１項の規定による報告は、当該都道府県知事が定める方法により、１年に１回以

上、当該都道府県知事の定める日までに行うものとする。 
２ 法第 90 条第１項の農林水産省令で定める事項は、次に掲げるものとする。 
⑴ 漁業権の種類及び免許番号 
⑵ 報告の対象となる期間 
⑶ 資源管理に関する取組の実施状況 
⑷ 操業日数、漁獲量その他の漁場の活用の状況 
⑸ 団体漁業権にあっては、組合員行使権者の数及び組合員行使権の行使の状況 
⑹ その他必要な事項 
３ 法第 90 条第２項の規定による海区漁業調整委員会への報告は、前項の報告に係る事項に関する意見

を付して、１年に１回以上行うものとする。 
 
海面利用制度等に関するガイドライン 
第４ 漁業権 
２ 資源管理の状況等の報告 

漁業権者の報告事項については、漁業の種類や地域の実情により、資源管理の状況、漁場の活用状
況等を把握するために必要な情報は異なることを踏まえ、例えば、次の⑴から⑶に掲げるものが考え
られる。 

⑴ 資源管理の状況 
 ① 漁業関係法令の遵守状況 
 ② 休漁日の設定、漁獲上限の設定、網目の拡大等の採捕の制限に関する取組の実施及び遵守の状況 
 ③ 共同漁業権に基づく定着性水産動物の種苗放流や産卵場の造成等の資源の増殖に関する取組の実

施状況 
⑵ 漁場の活用状況 
 ア 共同漁業権 
  ① 漁業の種類ごとの組合員行使権者の数 
  ② 漁業の種類ごとの操業日数又は操業期間 
  ③ 漁業の種類ごとの漁獲量及び漁獲金額 
  ④ 第５種共同漁業権にあっては採捕者数（遊漁券の販売枚数）又は魚種別増殖実施量 
 イ 定置漁業権 
  ① 操業日数 
  ② 漁獲量及び漁獲金額 
 ウ 個別漁業権としての区画漁業権 
 ① 養殖施設数 

  ② 養殖業の種類ごとの生産量及び生産金額 
  ③ 区画の使用状況 
 エ 団体漁業権としての区画漁業権 
  ① 養殖業の種類ごとの組合員行使権者の数 
  ② 養殖業の種類ごとの養殖施設数 

③ 養殖業の種類ごとの生産量及び生産金額 
  ④ 区画の使用状況と組合員行使権者の行使状況 
  ⑤ 行使料 
⑶ その他必要な事項（事業計画書、業務報告書、販売伝票、漁場改善計画、水産用医薬品の使用記録等） 
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霞ヶ浦北浦における資源利用協議会設置運営要項 

(目的)  

第 1 条 資源状況や霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会の意見等を基に、霞ヶ浦北浦におけ

る資源利用や資源管理に関することを検討する。 

 

 (資源利用協議会の構成等) 

第２条 資源利用協議会(以下、「協議会」という。)は、操業実態や資源状況が霞ヶ浦、

北浦で異なることを勘案し、霞ヶ浦、北浦の２つの地区に設置すものとし、それぞれ

の名称を「霞ヶ浦地区資源利用協議会」、「北浦地区資源利用協議会」とする。また、

必要に応じ、両地区合同で「霞ヶ浦北浦地区資源利用協議会」を設置できるものとす

る。 

各協議会の構成員は、漁業関係者、水産加工業関係者、県で構成し、構成員、人数

の内訳は別表のとおりとする。 

 

(開催) 

第３条 協議会は、次のときに開催する。 

（１）霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会から開催の指示があったとき 

(２) 茨城県霞ケ浦北浦水産事務所長、霞ヶ浦北浦地区の漁業協同組合長及び霞ヶ浦北

浦水産加工業協同組合長が協議し、必要と認めたとき 

 

(協議事項) 

第４条 協議会の協議事項は、次のとおりとする。 

（１）資源利用に関する事項 

（２）資源管理の取り組みに関する事項 

（３）その他漁業調整に関する事項 

（４）市場動向及び消費拡大に関する事項 

（５）その他協議会で必要と認めた事項 

 

(座長) 

第５条 協議会の座長は、茨城県霞ケ浦北浦水産事務所長とする。 

 

(構成員の役割) 

第６条 構成員は、協議会の結果を構成員が所属する団体内に周知する。 

２ 漁業関係の構成員は、協議会で決定された第４条の事項について、所属団体で検討

の上、具体的対策を実施する。 

 

(座長の役割) 

第７条 座長は、協議会を招集し、議事を務めるものとする。 

２ 霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会において資源利用に関する意見を聴取するとともに、

その内容を協議会へ報告する。 
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３ 座長は、協議会における決定事項を霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会へ報告するとと

もに、関係漁協へ指示する。 

 

(事務局) 

第８条 協議会の事務局を茨城県霞ケ浦北浦水産事務所に置く。 

 

(その他) 

第９条 協議会の運営等に関し、この要項に定めのないもの及び疑義が生じたときは、

協議会で定めるものとする。 

 

 

別表 

協議会の構成員 

 該当者 霞ヶ浦地区 北浦地区 

漁業関係 
漁業協同組合長※ ２名 ２名 

漁業者部会役員 
ﾄﾛｰﾙ部会３名 

定置部会２名 

３名 

(ﾄﾛｰﾙ部会,定置部会

あわせて) 

漁業協同組合長の推薦を 

受けた者 

部会担当理事 

１名 

部会担当理事 

１名 

 合計８名以内 合計６名以内 

水産 

加工業関係 
水産加工業協同組合長※ １名 １名 

組合長の推薦を受けた者 ５名 ３名 

 合計６名以内 合計４名以内 

県 
霞ケ浦北浦水産事務所長 １名 １名 

 
水産試験場内水面支場長 １名 １名 

合計 
 １６名以内 １２名以内 

※副組合長が代行可。 

附則 

１ この要項は、平成２５年７月  ３日から施行する。 

２ この要項は、令和５年１１月１４日から施行する。 
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